臼への検察からの質問　
8日はなぜ被告人の家に行ったのですか

→蟹が私と蜂と栗を家に呼んだからです。

　普段はあまり家に呼んだりしないので珍しいなと思いました

そのときどんなことについて話しましたか

→母親が殺された事件の再捜査してもらうためにはどうしたらいいか話合っていました。

　でも、だんだんと猿故人への恨み言に話の内容が変わっていきました。

被告人はなんと言っていましたか

→なぜ、あんな奴が生きているんだ、とか、絶対に許せないとか言っていたと思います。
被告人のそれらの言葉から被害者への殺意は感じられましたか

→あったと思います。　

　母親を目の前で殺されていたら、誰だって相手を殺してやりたいという気持ちになると思います。

被告人は母を被害者に殺されたと主張しているわけですが、なぜ被告人ではなくあなたが

被害者を殺害するという話になったのですか？

→蟹のお母さんには私も世話になりましたし、蟹は殴られても反撃できない気弱な奴です。怒り悲しむ蟹を見るに見かねて私が代わりに猿を懲らしめようと思ったのです。
殺害計画をたてる際、具体的にどのような話をしたのですか

→まず猿を痛めつける方法を話しました。

それは殺意をもってですか

→いいえ、初めは本当に痛めつけるだけのつもりでした。しかし、話がだんだんエスカレートしていって･･･。私も蜂も栗も猿を常々疎ましく思っていましたから･･･。

そのとき被告人はどんな様子でしたか

→あまり話さず、静かな様子でした。私や蜂、栗がああしたらこうしたらと積極的に話していても蟹は特に反応しませんでした。

反応はなかったと

しかし、殺害計画の一部始終は聞いていたのですね

→はい

あなたが被害者の上に屋根から落ちてきたら被害者は死んでしまいますよね

被告人はそれを認識している様子はありましたか

→はい

栗は猿が死ぬかもしれないといい、私はそれでもかまわないといいました。

私たちの話を聞いていたのなら、猿が死ぬかおしれないことは分かっていたと思います

被告人に、殺害計画が冗談だと思っているような節は見受けられましたか

→ありませんでした。　

　蟹は私が猿の足止め役を頼んだとき、それを拒否してきました。冗談だと思っていたなら、拒否しないはずです。

被告人の足止め行為はどのような目的だったのですか？
→私たちが確実に猿の家に忍び込めるようにと蟹に頼みました。

具体的には何時に足止めするよう被告人に頼みましたか？

→16時40分から50分です。

あなたたちが被害者の家に侵入したのは16時30分からで準備が完了したのが50分。間

違いありませんか？

→間違いありません。
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